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       親王飾りセットがけん引する今年の雛人形商戦 

平均単価は税込 20万円前後 

オーソドックスなセット堅調の中、新しい波を思わせるセットに目が 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

商戦の中心を占める 親王飾りセット（吉徳 浅草橋本店） 

 

新年明けとともに、女児の健やかな成長と幸せを願う雛人形の商戦が本格的に始まりま

した。 

遠く奈良平安の昔から受け継がれ、江戸中期に今日の形を生み出した日本のゆかしい年

中行事「雛祭り」。 

創業 1711年。人形の総合企業・株式会社 吉徳 https://www.yoshitoku.co.jp/（東京都台

東区浅草橋 1-9-14、資本金 1億円、社長：12世山田德兵衞）では、浅草橋本店をはじめ

全国の直営 10店舗にて、商戦に臨んでいます。 

 

◆商戦の中心は圧倒的に男雛、女雛一対の「親王飾り」 

雛飾りセットは定番として親王飾り、五人飾り、十五人揃い、木目込飾り、ケース入り

飾りなど多種多様ですが、昨年末以来の傾向としては、ここ数年以上に住居環境とのマ

ッチングや飾り・収納易さ、また間近にお内裏様（男雛女雛）のたたずまいとかわいら

しさを実感できる親王飾り（132,000円～407,000円：税込）が商戦の中心を占めてい

ます。サイズは間口 70㎝以下のコンパクトなセットが好まれ、売れ筋の平均単価は税

込 200,000円前後と見ています。 

https://www.yoshitoku.co.jp/


◆伝統的雰囲気の中にも、今どきの新しい波を感じさせる色味のセットにも目が 

伝統的な親王飾りが一定数を占めている中、ここ近年の新しい波として、飾る部屋とのコ

ーディネイトに配慮した明るい色味の親王飾りを求める購入客が増えてきています。 

淡い色合いの衣裳を着せ付けた人形とナチュラルカラーで統一した飾り台や屏風とを組

み合わせたセットが春らしい温かみのある雰囲気を漂わせ、加えて現代の住宅環境にも

マッチしていることで、購入者の目を集めているものと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

           今どきの雰囲気を漂わせる親王飾りセット 

 

◆品揃え豊富な親王飾りセット 

親王飾りには台座が収納箱を兼ねている収納箱飾り（165,00 円～297,000 円：税込）も

ラインナップに加えています。木目調の台座のセットが根強い人気です。 

また従来から注目を集めている女流作家の親王飾り（220,000円～407,000円；税込）に

ついては、その作り手ならではの世界観に高い共感を得ています。当社では 4 名の作家

を起用しています。 

以上 

 


